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(57)【要約】
　光を発する布様の構造部材１は、フレーム４と、同フ
レーム４により規定されるエリアを覆うよう当該フレー
ム４によって張力を付与された第１の布様のシートとを
有する。第１の布様のシート５は、予め形成された導体
パターン７ａ、同７ｂをもつ布様の基板６と、複数の光
源８であって、各々の光源８が導体パターン７ａ、同７
ｂに電気的に接続するよう当該布様の基板６へと取り付
けられた複数の光源８とを有する光を発する電子織物で
ある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を発する布様の構造部材であって、
　フレームと、
　当該フレームにより規定される領域を覆うために同フレームによって張力を付与される
第１の布様のシートと、
を有し、前記第１の布様のシートは、
　予め形成された導体パターンをもつ布様の基板と、
　当該布様の基板に取り付けられた複数の光源であって、各々の光源が前記導体パターン
へと電気的に接続された複数の光源と、
を有する光を発する布様のものである、光を発する布様の構造部材。
【請求項２】
　前記第１の布様のシートに対して実質的に並行に配置された第２の布様のシートを更に
有する、請求項１に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項３】
　前記第２の布様のシートが前記フレームによって張力を付与され、前記第１の布様のシ
ートと空間的に離れている、請求項２に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項４】
　前記第１の布様のシートに備えられた前記光源が、前記第２の布様のシートの方へと光
を発するよう配置されることを特徴とする、請求項２又は３に記載の光を発する布様の構
造部材。
【請求項５】
　前記第２の布様のシートが、使用に際して前記第１の布様のシートと前記光を発する布
様の構造部材を見るための位置との間に配置される、請求項４に記載の光を発する布様の
構造部材。
【請求項６】
　前記第１の布様のシートが、使用に際して前記第２の布様のシートと前記光を発する布
様の構造部材を眺めるための位置との間に配置され、この結果、第１の布様のシートに備
えられた前記光源により発された光が、前記光を発する布様の構造部材から出るために、
前記第１の布様のシートを通過する前に前記第２の布様のシートにより反射され得る、請
求項４に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項７】
　前記第１の布様のシートが個々に制御可能な複数の光源を有する、請求項１乃至６の何
れか一項に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項８】
　前記個々に制御可能な複数の光源が、
　第１の色の光を発するよう制御可能な第１の光源のセットと、
　前記第１の色とは異なる第２の色の光を発するよう制御可能な第２の光源のセットと、
を有する、請求項７に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項９】
　前記光源が個々にアドレス指定可能な画素を規定するよう配置される、請求項７又は８
に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項１０】
　前記第１の布様のシートは更に、前記光源のうちの少なくとも一つにより発された光を
拡散するよう配置された光拡散部材を有する、請求項１乃至９の何れか一項に記載の光を
発する布様の構造部材。
【請求項１１】
　前記布様の基板は、
　布と、
　予め形成された導体パターンをもつ少なくとも一つの織物のリボンと、
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を有し、当該少なくとも一つの織物のリボンが前記布に取り付けられている、請求項１乃
至１０の何れか一項に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項１２】
　前記導体パターンが少なくとも一つの導電性の糸状のものを有する、請求項１乃至１１
の何れか一項に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項１３】
　前記光源の制御ユニットへの接続を可能にするためのコネクタを更に有する、請求項１
乃至１２の何れか一項に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項１４】
　前記コネクタを介して前記光源へと接続される前記制御ユニットを更に有する、請求項
１３に記載の光を発する布様の構造部材。
【請求項１５】

　フレーム及び光を発する予め生成された布様のシートを提供し、
　前記光を発する予め製造された布様のシートが、前記フレームにより規定される領域を
覆うよう、当該光を発する予め製造された布様のシートに前記フレーム間で張力を付与す
る
、
光を発する布様の構造部材を製造する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光を発する布様の構造部材に関し、また、斯様な光を発する布様の構造部材を
製造する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　織物が我々の日常生活の多くの態様において使われている。織物の最大の市場の一つは
服飾用であり、及び服飾のアクセサリ用である。この市場とは別に、家具表面の張り物と
して、及び床用のカーペットとして、織物がインテリアの背景に普通に使われている。こ
のインテリアの市場は、織物が構造部材として使われる成長しているカテゴリも含む。
【０００３】
　織物は数千年の間、建築においても使われてきており、大部分は装飾及び熱絶縁（即ち
壁タペストリとして）の二重の用途に役立った。
【０００４】
　最近は、織物ベースの構造部材を形成するために織物と照明とが組み合わされてきた。
斯様な光を発する布様の構造部材の一つの例は、自立した構造体を形成するようフレーム
上に伸長された織物によって形成された織物のスクリーンである。構造体の内部では、色
の制御が可能な光源が光を織物に投射するよう配置され、これによって魅力的な視覚効果
が実現されることができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　魅力的な視覚効果を提供できるにもかかわらず、斯様な光を発する布様の構造部材は自
立していて、かなり嵩張るので、例えばプロモーション・イベントに関連した主に一時的
な設置に役立つに過ぎない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従来技術の上述の欠点及び他の欠点からみて、本発明の主な目的は、改善された光を発
する布様の構造部材、特によりコンパクトな光を発する布様の構造部材を提供することで
ある。
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【０００７】
　本発明の第１の態様によれば、光を発する布様の構造部材が提供され、当該部材は、フ
レームと、フレームにより規定される領域を覆うためにフレームによって張力を付与され
る第１の布様のシートと、を有し、第１の布様のシートは、予め形成された導体パターン
をもつ布様の基板と、布様の基板に取り付けられた複数の光源とを有し、各々の光源が前
記導体パターンへと電気的に接続されている。
【０００８】
　本出願においては、導体パターンが織物の生地に「予め形成される」ことは、導体パタ
ーンが、光源の取付け前に織物の生地内に又は織物の生地上に形成されることを意味する
と理解されなければならない。
【０００９】
　本出願において、「布様のシート」とは繊維で全体が作られた又は部分的に作られたシ
ートであると理解されなければならない。繊維は１本の繊維/単繊維の形で提供されるか
、又は糸のような複数の繊維構成物にて一緒に束ねられている。布地は例えば織り加工、
編組、編み加工、鉤針編み、キルティング加工、又はフェルト加工を用いて製造されるこ
とができる。特に、布地は織られていてもよいし、織られていなくともよい。
【００１０】
　本発明は、比較的コンパクトで視覚的に魅力的な光を発する布様の構造部材が、光を発
する電子布地の形態にて第１の布様のシートを光を発する布様の構造部材の輪郭を規定す
るフレーム間で張力を付与することにより実現されることができるとの認識に基づいてい
る。織物ベースの構造部材の通常最高級の尺度である斯様な光を発する布様の構造部材の
充分な信頼性が、織物の生地を有する光を発する電子織物の形態で第１の布様のシートを
特に提供することにより実現され得ることが更に分かった。織物の生地は、機能の損失を
蒙ること無く、第１の布様のシートへの張力の付与に付随する様々な応力を受ける。例え
ば織物の生地は、織物の生地に損傷を与えること無く締め付けられ、曲げられ、張力を付
与された状態へと伸長されることがある。可撓性のプリント回路基板など他の可撓性の基
板/生地は、曲げ（特に反復曲げ）及び引張り等に対して通常かなり影響を受ける。
【００１１】
　本発明において用いられる用語「張力を付与された」は、第１の布様のシートを実質的
に平坦に保つために、（少なくとも２箇所のフレーム部品の間で）第１の布様のシートが
引張り力を連続的に受けることを意味する点に留意されたい。このように第１の布様のシ
ートがフレームによって張力を付与されることは、フレームによって緩く担持されたか又
はフレームに掛けられた場合と比べて、より厳しい要求条件が第１の布様のシートに必要
とされる。
【００１２】
　好都合にも第１の布様のシートは予め製造された光を発する電子織物でもよく、同電子
織物は、標準化され効率的な織物製造プロセスに適応している合理的な製造工程にて製造
されることができる。これは、光を発する布様の構造部材を形成するための追加の加工プ
ロセスを必要としないか、又はほんの僅かな追加の加工プロセスしか必要としないことを
意味する。
【００１３】
　本発明の様々な実施例によれば、光を発する布様の構造部材は実質的に平坦であり、壁
又は天井などに取り付けるよう構成される。
【００１４】
　光を発する布様の構造部材は、好都合にも更に第１の布様のシートと実質的に並行して
配置された第２の布様のシートを有する。
【００１５】
　この第２の布様のシートは、例えば、第１の織物層に備えられた光源を覆うよう配置さ
れたカバー用の織物の形態で提供されることができ、これによって光が光を発する布様の
構造部材から同部材のより広い表面全体に出力されるよう、光源により発された光が光学
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的に拡散されることができる。同時に、光の最大強度が減じられる。これによって、より
魅力的な照明効果が光を発する布様の構造部材のユーザ/観察者（通常、光を発する布様
の構造部材が配置されている部屋、又は類似の場所にいる人物）に提示されることができ
る。
【００１６】
　光源による照明出力の光学的な拡散を更に増大させるために、第１の布様のシートは布
様の基板とカバー織物との間に配置された光拡散シートを追加で有する。当該光拡散シー
トは光源とカバー織物との間隔を置くことにのみに役立ち、これによって光源による照明
出力が、カバー織物に当たる前により広いエリアに拡散することができる。代替的には、
光拡散シートは光源とカバー織物との間隔を置くよう構成され、光拡散シート及び光源に
よる照明出力の間の交互作用を通して光学的に照明出力を拡散するよう構成されることが
できる。
【００１７】
　第１の布様のシートに備えられた斯様なカバー織物に対する代替例又はこれを補うもの
として、第２の布様のシートがフレームによって張力を付与され、第１の布様のシートか
ら間隔を置かれてもよい。この態様で第２の布様のシートを提供することによって、光を
発する布様の構造部材の機能が音を減衰させることに拡張されることができ、これは、ア
プリケーションによっては、光を発する布様の構造部材の重要な特性である。
【００１８】
　第１の布様のシートに備えられた光源が第２の布様のシートの方へと光を発するよう好
都合にも配置されることができる。これによって、効率の良い光学的な拡散がコンパクト
な配置にて実現されることができる。これは、光がユーザに到達する前に、光源によって
出力された光が第２の布様のシートを通過できることにより実現され、結果として、第１
の布様のシートと第２の布様のシートとの間の距離に起因して光が拡散することができ、
この後、第２の布様のシートを通過すると更に拡散される。本実施例においては、光を発
する布様の構造部材を使用する際に第２の布様のシートがユーザと対面するよう好ましく
は配置される。
【００１９】
　代替的には、使用中に、第２の布様のシートと光を発する布様の構造部材を眺めるため
の位置との間に第１の布様のシートが配置されることができ、結果として、第１の布様の
シートに備えられた光源により発された光が、光を発する布様の構造部材から出るために
第１の布様のシートを通過する前に第２の布様のシートによって反射されることができる
。
【００２０】
　本実施例では、第１の布様のシートに備えられた光源により出力された光は、当該光が
第１の布様のシート中をユーザへと向けて光を発する布様の構造部材を出る前に、第１の
布様のシートと第２の布様のシートとの間の距離を２回伝播する。これは光の拡散を増す
か、又は代替的には、光を発する布様の構造部材により出力される所与の光の光学的な拡
散を実現するための第１の布様のシートと第２の布様のシートとの間にあるスペースが、
より小さくともよいことを可能にする。更にまた、拡散性の反射材料で作られた第２の布
様のシートを提供することによって第２の布様のシートで光の反射が拡散されるので、光
の光学的な拡散が更に増すことさえ可能である。
【００２１】
　本発明の様々な実施例によれば、光を発する布様の構造部材は個々に制御可能な複数の
光源を好都合にも有する。これによって、光を発する布様の構造部材の出力光が、アプリ
ケーション及び状況に応じて種々異なる照明効果を作り出すために変化するよう制御され
ることができ、これによって例えば環境光を作り出すことができる。
【００２２】
　個々に制御可能な光源が予め形成された導体パターンをもつ布様の基板に備えられてお
り、また、この布様の基板がフレームによって張力を付与されているので、個々に制御可
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能な光源が高レベルの精度及び繰返し性と共に光を発する布様の構造部材に配置されるこ
とができる。更にまた、この配置は、光を発する布様の構造部材の製造コストを抑える単
純なプロセスで行われることができる。
【００２３】
　個々に制御可能な複数の光源は、第１の色の光を発するよう制御可能な第１の光源のセ
ットと、第１の色とは異なる第２の色の光を発するよう制御可能な第２の光源のセットと
を好都合にも有する。これによって色彩効果が実現されることができる。第１の色及び第
２の色は、例えば他の色を形成するために用いることができる種々異なる原色でもよい。
原色の例は赤、緑、青、琥珀などである。
【００２４】
　上述の個々に制御可能な光源は更に、個々にアドレス指定可能な画素を規定するよう好
ましくは配置され、これは、ユーザが規定した多種多様な光のパターンを光を発する布様
の構造部材上に形成することを可能にする。この実施例では、光源が明確に規定された場
所、少なくとも互いに相対的に規定された場所にあることが特に重要である。斯様な明確
に規定された場所は、本発明の様々な態様を通じて経済的で信頼性が高く、反復可能な態
様にて実現されることができる。特に、予め形成された導電性パターンと、同パターンに
接続された複数の光源とをもつ布様の基板を有する予め製造された光を発する電子織物に
張力を付与することは、個々に制御可能な光源を明確に規定された場所、少なくともお互
いに相対的に規定された場所に備えることを非常に容易にする。
【００２５】
　本発明の様々な実施例によれば、第１の布様のシートに含まれる布様の基板は、少なく
とも一つの織物のリボンを含む。これは光を発する電子織物を形成する便利な態様である
。例えば、光源が織物のリボンに取り付けられ、織物のリボンに備えられた予め形成され
た導体パターンに電気的に接続される。織物のリボンは、好都合にも担持用の布地に取り
付けられることができ、これによって光源が、互いに相対的に明確に規定された場所に都
合よく配置されることができる。
【００２６】
　さらに、本発明による光を発する布様の構造部材の様々な実施例において、布様の基板
に備えられた導体パターンは少なくとも一つの導電性ファイバを有し、同ファイバを様々
な態様にて布様の基板に提供することが可能である。例えば、少なくとも一つの導電性フ
ァイバが布様の基板に織り交ぜられてもよいし、又は、鉤針編み、編み物、裁縫等を含む
複数の方法により提供されてもよい。この導体パターンが例えば少なくとも一つの導電性
の糸により形成されてもよい。
【００２７】
　更にまた、本発明による光を発する布様の構造部材は、光源を制御ユニットへと接続す
るためのコネクタを追加で有する。
【００２８】
　加えて、光を発する布様の構造部材は、上述のコネクタを介して光源へと接続される制
御ユニットを好都合にも有する。当該制御ユニットは、例えば同制御ユニットをフレーム
に取り付けることによって光を発する布様の構造部材と好都合にも一体化できる。
【００２９】
　本発明の第２の態様によれば、光を発する布様の構造部材を製造する方法が提供される
。当該方法は、
フレーム及び光を発する予め生成された布様のシートを提供し、光を発する予め製造され
た布様のシートが、フレームにより規定される領域を覆うよう、光を発する予め製造され
た布様のシートに前記フレーム間で張力を付与するものである
。
【００３０】
　この本発明の第２の態様のバリエーション及び長所は、本発明の第１の態様に関連して
上で提供されたものと大部分が類似する。
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【００３１】
　本発明のこれらの態様及び他の態様が、本発明の現時点での好ましい実施例を示してい
る添付の図面を参照して、ここで更に詳細に説明されることであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の典型的な実施例による光を発する布様の構造部材を概観的に例示する。
【図２ａ】図１の光を発する布様の構造部材の概観的な断面図である。
【図２ｂ】光を発する布様の構造部材の一つの典型的な構成を示している詳細断面図であ
る。
【図３ａ】光源が第１の布様のシートからユーザとは反対の方向へと発され、第２の布様
のシートにて反射され、第１の布様のシートを透過してユーザへ向けて出射される構成の
断面図を示す。
【図３ｂ】光源が第１の布様のシート内にあり、光が第２の布様のシートを透過してユー
ザへ向けて出射される構成の断面図を示す。
【図３ｃ】第２の布様のシートが第１の布様のシートの背後にあり、効率の良い音響減衰
が実現される構成の断面図を示す。
【図４ａ】光を発する布様の構造部材に備えられている光を発する電子織物の例を概観的
に例示する。
【図４ｂ】担持用の布地上に配置された織物のリボンを示す、図４ａの一部の拡大正面図
である。
【図５】本発明による方法の実施例を概観的に例示しているフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１は、壁２に配置された光を発する布様の構造部材１を概観的に例示している。光を
発する布様の構造部材１によって部屋に雰囲気を作り出すことができる。代表的なアプリ
ケーションにおいて、光を発する布様の構造部材１の様々な特徴、例えば光の出力パター
ン、光の出力である光の強度、及び/又は光の色を制御することによって当該雰囲気が制
御されることができる。
【００３４】
　図２は、図１の光を発する布様の構造部材１の断面図であり、同図は光を発する布様の
構造部材１の典型的な構成を概観的に例示している。図１の光を発する布様の構造部材の
更なる典型的な構成例が、図３ａ乃至３ｃを参照して更に以下で説明されることだろう。
【００３５】
　図２を参照すると、この第１の典型的な構成による光を発する布様の構造部材１はフレ
ーム４と、光を発する電子織物の形態をした第１の布様のシート５とを有する。第１の布
様のシート５が平坦で滑らかな表面をユーザに対して呈するよう、第１の布様のシート５
はフレーム４によって張力を付与される。当業者にとっては容易に理解されるように、布
様のシート５は様々な態様にて、例えばバネなどを用いてフレーム４によって張力を付与
されることができ、図２に示すフレーム構成は、多くの考え得るフレーム構成のうちの一
つの例示的な例として単に意図されている。
【００３６】
　図２の拡大部に最も良く見て取れるように、第１の布様のシート５は、
シート上に配置された導体７ａ、同７ｂを有する布様の基板６と、
（図面を明快にするために、光源のうちのわずか一つが参照番号により示されている）発
光ダイオード（ＬＥＤ）の形態をした複数の光源８と、
光拡散シート９と、
カバー織物１０と、を有する。ＬＥＤ８は、ＬＥＤ８の接点パッド１１ａ、同１１ｂが導
体７ａ、同７ｂ電気的に接続されるような態様にて布様の基板６に取り付けられる。まぶ
しさを減じ、光を発する布様の構造部材１のユーザに対して拡散光を提示するために、光
拡散シート９及びカバー織物１０は、ＬＥＤ８により出力された光がユーザに到達する前
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に当該光拡散シート９及びカバー織物１０を通過できるよう配置される。
【００３７】
　図３ａ乃至３ｃは、図１の光を発する布様の構造部材１の一部の断面図であり、光を発
する布様の構造部材１の種々異なる典型的な構成例を概観的に例示している。図３ａ乃至
３ｃに概観的に示される典型的な構成例の全てにおいて、光を発する布様の構造部材１は
第１の布様のシート５から間隔を置かれ且つフレーム４にて張力を付与された第２の布様
のシート１４を有する。これらの構成の各々において効果的な音響減衰が実現されること
ができ、これはオフィスなどのような様々なアプリケーションにとって非常に魅力的な特
徴である。
【００３８】
　最初に図３ａに注目すると、図１の光を発する布様の構造部材１の第１の典型的な構成
が示されており、これは、光を発する布様の構造部材１が、光を発する布様の構造部材１
のユーザに対して第１の布様のシート５の背後に配置された第２の布様のシート１４を有
する点、及び光源８がユーザから離れるよう出力される点において、図２に示された構成
とは異なる。
【００３９】
　この典型的な構成において、第２の布様のシート１４は少なくとも部分的に反射性であ
り、この結果、光源８により出力された光が第２の布様のシート１４によって反射され、
第１の布様のシート５を通して光を発する布様の構造部材１を出射する。この様子が図３
ａに概観的に示されている。この構成によって、非常に効率の良い光の拡散がコンパクト
な光を発する布様の構造部材１において実現されることができる。特に、光が光を発する
布様の構造部材１を出射する前に第１の布様のシート５と第２の布様のシート１４の間の
距離を２回伝播するので、光を発する布様の構造部材１が薄く作られることが可能である
。更にまた、第２の布様のシート１４での反射及び第１の布様のシート５の通過は、光を
更に均等に拡散する。
【００４０】
　図３ｂを参照して、図１の光を発する布様の構造部材１の別の典型的な構成が、ここで
説明されよう。図３ｂにて概観的に例示されている構成では、第２の布様のシート１４が
第１の布様のシート５の前に配置され、及び第１の布様のシート内にあるＬＥＤ８が、光
を発する布様の構造部材１のユーザの方へと第２の布様のシート１４を通して光を出力す
るよう配置される。この構成によって、第１の布様のシート５と第２の布様のシート１４
との間の空間を通過する際に光は拡散され、第２の布様のシート１４中を通過すると共に
更に拡散される。
【００４１】
　最後に図３ｃは、図１の光を発する布様の構造部材１の更に典型的な構成を概観的に例
示しており、これは、第２の布様のシート１４が第１の布様のシート５の背後に配置され
ている点で、図２に示された構成とは異なる。これによって、上述の改善された音響減衰
が実現されることができる。
【００４２】
　図４ａ及び図４ｂは、光を発する布様の構造部材１に備えられた光を発する電子織物５
の例を概観的に例示しており、織物５の生地は、予め形成された導体パターン７ａ、同７
ｂを各々がもち、布地２２に取り付けられた織物のリボン２０ａ乃至２０ｄを有する。
【００４３】
　各々の織物のリボン２０ａ乃至２０ｄ内にあるＬＥＤ８は制御ユニット２３に電気的に
接続している。当該制御ユニット２３は第１の布様のシート５に取り付けられてもよいし
、又は好都合にも第１の布様のシート５の外部に配置されてもよく、適切な配線によって
同布様のシートに電気的に接続されてもよい。後者の場合、制御ユニット２３が光を発す
る布様の構造部材１のフレーム４に例えば取り付けられてもよい。
【００４４】
　何れの場合でも、制御ユニット２３は各々のＬＥＤ８に供給される電流/電圧を直接制
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複数の電子構成部品（図示せず）を各々のＬＥＤ８の配置箇所に有するかの何れかである
。
【００４５】
　織物のリボン２０ａ乃至２０ｄは、図４ｂで見て取れるように、混交された導電性の糸
７ａ、同７ｂ及び非導電性の糸２５によって形成された編まれたリボンの形態でここでは
提供されている。導電性の糸７ａ、同７ｂは導電性の外部表面をもっており、複数の非導
電性の糸２５によって隔てられているので短絡することはない。
【００４６】
　図４ｂに概観的に例示されているように、織物のリボン２０ａ乃至２０ｄは布地２２へ
と縫い合わされる。当業者には明らかであるように、織物のリボンはアプリケーションに
応じて様々な他の態様で布地２２に取り付けられることが可能である。織物のリボン２０
ａ乃至２０ｄを布地２２へと取り付ける他の態様の例は、例えば接着、型締め、超音波溶
接などを含む。さらに、布地２２は織物のリボン２０ａ乃至２０ｄを正しい場所に保持す
るための一つあるいは複数の予め形成された保持構造部を含んでもよい。斯様な予め形成
された保持構造部は、例えば布地の折返しにより形成されてもよいし、又はポケット若し
くは溝の形態で提供されてもよい。最後に、本発明による方法の実施例が、図５のフロー
チャートを参照して説明されよう。
【００４７】
　最初にステップ１０１において、フレーム４及び予め製造された光を発する電子織物５
が提供される。次にステップ１０２において、予め製造された光を発する電子織物５が、
フレーム４によって張力を付与される態様にてフレーム４に配置される。
【００４８】
　図面、開示物、及び添付の請求項の範囲の学習から、開示された実施例に対するバリエ
ーションが、請求された本発明を実施する際の当業者により理解されることができ且つ遂
行されることができる。例えば第１の布様のシートは、光を反対方向に発するよう配置さ
れた光源を有してもよい。更にまた、光を発する布様の構造部材は、光を発する電子織物
の形態をした複数の布様のシートを有してもよい。
【００４９】
　請求項において、単語「有する」が他のエレメント又はステップを除外することはなく
、不定冠詞「ａ」又は「ａn」が複数を除外することはない。特定の手段が相互に異なる
従属請求項において再引用されているという単なる事実は、これらの手段の組合せが有効
に使われ得ないとは示していない。
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【図３ａ】

【図３ｂ】

【図３ｃ】

【図４ａ－４ｂ】 【図５】
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